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また、次の図（図表 38）もビフォー＆アフターになり

ますが、整備前の写真は黒い柵があり、いかにも公園と

いった感じかもしれませんが、整備後はそれがアルミの

軽い感じで位置が変更されたりしています。また、左の

写真では昔の公園と歩道の境で地面の色が違いますが、

以前は公園に入らないとベンチが利用できませんでした

が、これだったら公園に入らなくても「次はどこ行くん

だっけ」と地図を見たりベンチを利用することが可能で

す。歩道と公園の環境が非常に良くなり、こちらの公園

の中にも人が入りやすくなっています。 

 

図表３８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後の話になりますが、本日はエリアマネジメントの

うち特に「公共空間の利活用」ということでお話をさせ

ていただきましたが、エリアマネジメントということで

あれば、今後取り組む活動としては「環境・エネルギ

ー」、そして「防犯・防災」です。 

エリアの環境やエネルギーをどう考えていくか、エネ

ルギーといっても今は宅配などが多く、それら物流をど

う効率的にするかということも、結果的にはエネルギー

や環境に結び付いてきますので、このあたりも当然考え

ていかなくてはならないでしょう。 

そして防災です。業務であっても、交通拠点であって

も、住宅であっても、災害が発生した際には安心安全で

あること、また都市の真ん中であれば一時避難者をどう

するか、といった課題に対応している街をエリアとして

作っていく必要があります。「なにかあった時には桜町

のあそこに行けば大丈夫なんだ」というように、みんな

に思ってもらえるエリアを作ることが、これからのエリ

アマネジメントには求められているということです。 

最後は駆け足での説明になってしまい大変申し訳あり

ませんが、私の話を終わりにさせていただきたいと思い

ます。ご清聴いただき、ありがとうございました。 
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ご紹介いただきました武内です。蓑茂先生とは長いお

付き合いで、このような機会にお呼びいただきました。

私は元々、緑地環境学という分野で研究教育をしてきま

したが、最近ではサステイナビリティ学という、人間社

会と地球環境の持続可能性をいかに実現できるかについ

ての取組を進めてまいりました。15 年ほど前に「サステ

イナビリティ・サイエンス」という英文学術誌を刊行し

て、今も編集長を続けています。サステイナビリティ・

サイエンスは、SDGs を考える際の重要な学術的アプロー

チと考えており、「ものを統合的にみていく」、「社会

をより持続可能なものに変えていく」ということに大き

な特徴があると思っています。そういう発想を将来の社

会変革にうまくつなげていけるとよいと思って、自分自

身の研究活動を続けているところです。 

今日は SDGs を支える学術的な基盤を踏まえながら、

SDGs の意義と日本社会の中でこれをいかに具体的に展開

していくのかを、私自身がこれまで深く関与した取組と

あわせて紹介させていただきたいと思います。 

 

プラネタリー・バウンダリー 

最初に、少し難しい考え方ですが「プラネタリー・バ

ウンダリー」という考え方を紹介します。これを提唱し

たのは、ヨーロッパを中心にサステイナビリティ・サイ

エンスを推進している研究者のグループです。その代表

格の一人がウィル・シュテファンという人で、オースト

ラリア国立大学の名誉教授であり、長年ストックホル

ム・レジリエンスセンターという、地球環境問題を扱う

非常に有名な研究所でこの概念についての共同研究をし

ています。この人と並んで非常に重要な人物は、ヨハ

ン・ロックストロームという人で、彼はストックホル

ム・レジリエンスセンターの前所長で、現在はポツダム

気候影響研究所の所長です。この二人が中心となって作

られた新しい概念がプラネタリー・バウンダリーです。

日本語で「地球の限界」と訳すと、地球が限界に近付い

ているというイメージが強すぎるので、私たちはあえて

そう訳さずに、そのまま「プラネタリー・バウンダリー」

と日本語でも使っています。この概念が言おうとしてい

るのは、色々な指標で科学的に調べると、人間活動が地

球環境を大きく変えており、その結果、人間の生活にも

大きな負の影響がもたらされているということです。 

ご存じのように、最近も東日本を中心に台風が到来し

て非常に大きな被害が出ました。もちろん想定内の被害、

例えば災害予測図で予測されたところが浸水を受けたと

いうようなこともありますが、それ以外にも全く予想し

なかった被害も発生しています。これまでになかったよ

うな激甚災害が多発する状況になっているのです。この

ことに気候変動の影響が非常に深く関連していることが、

この分野の専門家によって言われるようになってきてい

ます。少なくとも日本は大災害の時代に入っており、そ

うした災害の時代に私たちはどうやって自分たちの生活

を守り、暮らしを維持していくのかが、現在大きな課題

になっています。 

 

この図で、一番上の方で赤くなっている箇所は、生物

種の減少です。今、地球上にある生き物が、人間の手で
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